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はじめに 

Grapevine rupestris vein feathering virus（GRVFV）は、Vitis rupestrisの台木に接ぎ木

した際に葉脈に沿った退緑症状を示したギリシャ産のヨーロッパブドウから他のウイルス

と複合感染した状態で検出された（El Beaino et al., 2001; Ghanem-Sabanadzovic et al., 

2003）。 

日本においては、現在 GRVFVは、「まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそ

れがないことが確認されていない有害植物」であり、輸入検査で発見された場合、廃棄又

は返送となる（農林省, 1950a, b; 農林水産省, 2011）。また、GRVFVの感染記録のある植

物として知られているブドウ属の苗木及び穂木については、国が定める隔離施設で１年間

の隔離検疫を行う必要がある（農水省, 1950a, 1968）。 

他方、GRVFVは日本国内において発見報告があることから、GRVFVに対するリスク

評価を実施し、植物検疫上の位置付けを明らかにするとともに、適切なリスク管理措置を

検討するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 

 

Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害植物） 

１．学名及び分類 

（１）学名（CABI, 2023; ICTV, 2011） 

grapevine rupestris vein feathering virus（GRVFV） 

 

（２）英名、和名等（CABI, 2023） 

英名：grapevine rupestris vein feathering virus（GRVFV） 

和名：なし 

 

（３）分類（EPPO, 2023; ICTV, 2011） 

種類：ウイルス 

科：Tymoviridae 

属：Marafivirus （国際ウイルス分類委員会（ICTV）においては、本属に属する可

能性があるが、種として承認されていないその他の関連ウイルスとされてい

る。） 

     

   ※ GRVFV は Maculavirus vitis（grapevine fleck virus（GFkV））、

grapevine red globe virus（GRGV）、Marafivirus asteroides（grapevine 

asteroid mosaic associated virus（GAMaV））及び Marafivirus 

syrahense（grapevine Syrah virus 1（GSyV-1））と形態的、物理化学的

及び分子生物学的特性が類似し、進化的に関連があるウイルスとされてい

る（Sabanadzovic et al., 2017）。 

 

（４）シノニム  

 情報なし。  

 

（５）系統等  

  情報なし。 

 

２．地理的分布 

（１）発生記録のある国又は地域（詳細は別紙１参照） 

アジア：大韓民国、中華人民共和国、日本（※）、パキスタン  

中東：イラン  

欧州：イタリア、ギリシャ、クロアチア、スイス、スペイン、スロバキア、
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スロベニア、チェコ、ドイツ、ハンガリー、フランス、ポルトガル、ロ

シア  

アフリカ：アルジェリア  

北米：アメリカ合衆国、カナダ  

中南米：ウルグアイ、ブラジル、メキシコ  

大洋州：オーストラリア、ニュージーランド  

 

   ※ 2021 年、神奈川県のブドウ園において、生育期間中のヨーロッパブド

ウ（品種：カベルネ・ソーヴィニヨン）に葉巻様症状が発生し、検定を行

ったところ GRVFV が検出された。当該感染樹は、grapevine leafroll-

associated virus 3、grapevine virus A 及び grapevine rupestris stem 

pitting-associated virus にも複合感染していた（Aoki and Suzuki, 

2022）。また、国立研究開発法人  農業・食品産業技術総合研究機構が保

有する醸造用ブドウの遺伝資源から GRVFV の塩基配列断片が検出された

との報告もある（千秋ら , 2019; Ito et al., 2023）。これらの報告の際の解

析結果は ICTV（国際ウイルス分類委員会）の示す分類基準を満たしてい

ないため和名は与えられていないが、日本植物病理学会において、国内既

発生種として認められている（日本植物病理学会 , 2021）。  

 

（２）生物地理区 

GRVFVは、旧北区、新北区、エチオピア区、東洋区、オーストラリア区及び新熱

帯区の６区に分布する。 

 

３．感染記録のある植物及び日本国内での分布 

（１）感染記録のある植物（詳細は別紙２参照） 

ブドウ科：ブドウ属（Vitis spp.） 

 

（２）感染記録のある植物の日本国内における分布及び栽培状況 

GRVFVの感染記録があるブドウ属は 47 都道府県で栽培されている。 

 

４．感染部位及びその症状 

GRVFVは師部局在性のウイルスで、単独感染による明確な症状は報告されていない

が、複合感染しているウイルスの１種として、Grapevine fleck complex（※1）又は

Syrah decline 症状（※2）を示したヨーロッパブドウから検出されている（Al Rwahnih 

et al., 2009; Martelli, 2014）。 

GRVFVは軽度のアステロイドモザイク症状（星状の退緑斑）を示したヨーロッパブ

ドウ（品種：サルタナ（Sultana））に複合感染したウイルスの１種として検出されてお

り、これらウイルスの V. rupestrisへの接ぎ木接種では一次葉脈（主脈）及び二次葉脈

（側脈）に軽度な一過性の vein feathering（葉脈に沿った退緑斑）を引き起こす（El 

Beaino et al., 2001; Uyemoto et al., 2009; Martelli, 2014）。 

一方で、無症状のブドウから複合感染しているウイルスの１種として GRVFVが検出

されている報告も多く、GRVFVと症状との関連性は明らかにされていない（Blouin et 

al., 2017; Cho et al., 2018; Glasa et al., 2019）。 

 

※１ Grapevine fleck complex は grapevine fleck病、grapevine asteroid mosaic 病、

grapevine rupestris necrosis 病、grapevine rupestris vein feathering 病及び grapevine 

red globe virusに感染した病害の総称である。 
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※２ Syrah decline症状は樹齢の高いヨーロッパブドウ（品種：シラー（Syrah））に

見られ、葉の赤変、葉焼け、接ぎ木部の肥大、木部表面組織のひび割れ及びピッティ

ング（小さなくぼみや溝）並びに幹及び蔓（つる）の壊死を引き起こす。発症樹から

は、GRVFVを含む複数ウイルスの感染が確認されている（Al Rwahnih et al., 

2009）。 

 

５．移動分散方法 

（１）自然分散 

ベクターによる伝搬の報告はない。 

 

（２）人為分散 

接ぎ木伝染する（Uyemoto et al., 2009）。 

種子伝染の報告はない。 

 

６．生態 

（１）中間宿主及びその必要性 

情報なし。 

 

（２）伝染環 

情報なし。 

  

（３）植物残さ中での生存 

情報なし。 

 

（４）耐久生存態 

情報なし。 

 

７．媒介性又は被媒介性 

GRVFVのベクターによる伝搬の報告はないが、GRVFVが属すると考えられている

Marafivirus属はヨコバイ科により永続的に伝搬する種があることが知られていることか

ら（ICTV, 2011）、GRVFVもヨコバイ科により伝搬されるおそれがある。 

また、ブドウオオハリセンチュウ（Xiphinema index：日本未発生）を園地から採取

したブドウ挿し木とともに飼育し、当該線虫が根を加害した結果、当該線虫から

GRVFVが検出されたことが報告されている（Garcia et al., 2019）が、線虫により

GRVFVが伝搬されるかは不明。 

 

８．被害の程度 

GRVFVによる経済的被害に関する情報はない。Syrah decline 症状は樹齢を重ねるに

つれて強まり、減収と関連しているとされており、GRVFVを含む複数のウイルスが感

染していることが確認された。一方、症状がないブドウからも GRVFVが検出されたこ

とから、GRVFVが Syrah decline の原因である可能性が低いことを示唆している（Al 

Rwahnih et al., 2009; Xiao et al., 2022）。 

GRVFVに感染したブドウ属（品種：シャインマスカット（Shine Muscat））では症状

が現れない（Cho et al., 2018）。 

 

９．防除 

苗木及び母樹の検定を行い、ウイルスフリーの苗及び穂木を利用する（Uyemoto et 

al., 2009）。また、Vitis labrusca × Vitis ripariaの苗を 36～38℃で６週間以上保管したの
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ち、茎頂組織を採取し培養することで、GRVFVを含む複数のウイルスが除去可能であ

ることが報告されている（Miljanić et al., 2022a）。 

 

１０．診断、検出及び同定 

遺伝子診断法として GRVFVに特異的なプライマーを用いた RT-PCR法、塩基配列解

析がある他、指標植物として V. rupestris品種 St. George を用いた生物検定法がある

（Daldoul et al., 2018; Glasa et al., 2019; Reynard et al., 2017; Sabanadzovic et al., 

2017; Uyemoto et al., 2009; Velasco et al.,2021; Wu et al.,2021; Xiao and Meng, 

2016）。 

 

１１．日本における輸入検疫措置 

GRVFVは、「まん延した場合に有用な植物に損害を与えるおそれがないことが確認

されていない有害植物」であり、輸入検疫で発見された場合、廃棄又は返送となる（農

林省, 1950a, b; 農林水産省, 2011）。 

ブドウ属の苗木又は穂木については、国が定める隔離施設で１年間栽培して症状の観

察や検定を行う隔離検疫を行う必要がある（農林省, 1950a, 1968）。なお、GRVFVに

ついては、隔離期間中の症状の観察、接木検定（樹皮下木質部のピッティング、葉脈部

分の退緑）及び RT-PCR法による検定を行っている。 

 

１２．諸外国における輸入検疫措置 

ニュージーランドは、ブドウ属の指定された種の栽植用挿し木と組織培養体につい

て、樹齢 10年以上の母樹から採取したものであり、その生育期間中に検査を行い、

Syrah decline症状がなかった旨の追記を求めている（MPI, 2024）。 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 

第１ 開始（ステージ１） 

１．開始 

Grapevine rupestris vein feathering virus（GRVFV）に対するリスク評価を行い、植

物検疫上の位置付けを明らかにするとともに、適切なリスク管理措置を検討するため、

病害虫リスクアナリシスを実施する。 

 

２．対象となる有害動植物 

Grapevine rupestris vein feathering virus（GRVFV）を対象とする。 

 

３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は

地域」からの「３．感染記録のある植物及び日本国内での分布」に示す「感染記録のあ

る植物」であって、「４．感染部位及びその症状」に示す「感染部位」を含む植物を対

象とする。 

 

４．対象となる地域 

  日本全域を対象とする。 

 

５．開始の結論 

GRVFVを開始点とし、その発生記録のある地域から輸入される植物を経路とした日

本全域を対象とする病害虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 

１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有

無、定着及びまん延の潜在性並びに経済的影響を及ぼす潜在性について調査し、植物検

疫措置に関する国際基準 No.11「検疫有害動植物に関する病害虫リスクアナリシス」

（FAO, 2017）に記載する検疫有害動植物の判断基準を満たしているかどうかを検討す

る。なお、以下の（１）から（３）の評価項目において、検疫有害動植物の判断基準を

満たしていないことが判明した時点で評価を中止できるものとする。 

 

（１）有害動植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

ア 国内での発生状況 

GRVFVは、神奈川県のブドウ園における発生が報告されており、日本既発生と

されている。また、国立研究開発法人  農業・食品産業技術総合研究機構が遺

伝資源として保有する醸造用ブドウから GRVFV の塩基配列断片が検出され

たとの報告もある。  

 

イ 公的防除の有無 

GRVFVに対して封じ込め、根絶等の公的防除は実施していない。 

 

  ウ 国内未発生の系統の調査 

GRVFVの系統に関する情報はない 

 

（２）定着及びまん延の潜在性 

GRVFVの感染記録があるブドウ属は 47都道府県で栽培されていることから、

GRVFVが国内でまん延する潜在性があると判断する。 

 
 

（３）経済的影響を及ぼす潜在性 

国内で報告された栽培用ブドウの症状と GRVFVの関連性は不明だが、発生国にお

いて、無症状のブドウからも潜在感染しているウイルスの１種として GRVFVが検出

されている。発生国においても、GRVFVが関与して引き起こされる樹勢の低下、収

量への影響等の明確な被害や、他のウイルスとの相互作用に関する報告はない。 

よって、我が国においても経済的影響は無視できると判断する。 

 

（４）評価にあたっての不確実性 

特になし。 

 

（５）有害動植物の類別の結論 

GRVFVは国内での発生報告があるが、国内のまん延状況は不明である。しかし、

発生国において被害の報告はないことから、我が国においても経済的影響は無視でき

ると考えられる。 

したがって、GRVFVに対するリスクアナリシスを中止する。 

 
 

２．Grapevine rupestris vein feathering virus の病害虫リスク評価の結論 

GRVFVは、国内に存在しており、また、経済的影響が無視できることから検疫有害

動植物に該当しないと結論づけた。 

よって、GRVFVに対する輸入植物検疫措置も必要としないと判断した。  
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別紙１ 

 

Grapevine rupestris vein feathering virusの発生記録のある国等の情報 

 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア    

大韓民国 発生 Cho et al., 2018  

中華人民共和国 発生 Ma et al., 2017  

日本  発生 Aoki and Suzuki, 2022  

パキスタン 発生 Mahmood et al., 2019  

中東    

イラン 発生 Khalili et al., 2020  

欧州    

イタリア 発生 CABI, 2023; Giampetruzzi et al., 
2012 

 

ギリシャ 発生 El Beaino et al., 2001; Ghanem-
Sabanadzovic et al., 2003 

 

クロアチア 発生 Vončina et al., 2022  

スイス 発生 Reynard et al., 2017  

スペイン 発生 Fiore et al., 2016  

スロバキア 発生 CABI, 2023; Glasa et al., 2019  

スロベニア 発生 Miljanić et al., 2022b  

チェコ 発生 Eichmeier et al., 2016  

ドイツ 発生 Daldoul et al., 2018  

ハンガリー 発生 Czotter et al., 2018  

フランス 発生 Reynard et al., 2017  

ポルトガル 発生 Candresse et al., 2022  

ロシア 発生 Navrotskaya et al., 2021  

アフリカ    

アルジェリア 発生 Eichmeier et al., 2020  

北米    

アメリカ合衆国 発生 Al Rwahnih et al., 2009  

カナダ 発生 CABI, 2023; Xiao and Meng, 2016   

中南米    

ウルグアイ 発生 Jo et al., 2015  



 

8 

ブラジル 発生 Catarino et al., 2015  

メキシコ 発生 Diaz-Lara et al., 2023  

大洋州    

オーストラリア 発生 Wu et al., 2021  

ニュージーランド 発生 Blouin et al., 2017  
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別紙２ 

Grapevine rupestris vein feathering virusの感染記録のある植物の情報 

 
 

科名 学名 シノニム 
和名 

英名 根拠文献 備考 
属名 種名 

ブドウ科
(Vitaceae) 

Vitis spp.  ブドウ属   Diaz-Lara et al., 2023; 
Martelli et al., 2014 

 

ブドウ科
(Vitaceae) 

Vitis berlandieri × 
Vitis riparia 

 ブドウ属   Eichmeier et al., 2016  

ブドウ科
(Vitaceae) 

Vitis vinifera  ブドウ属 ヨーロッパブ

ドウ 

grape CABI, 2023; El Beaino et 
al., 2001; Martelli, 2014 
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